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エンディングに向けて用意すること

●投票をおこない、全員でＱ１（誰が犯人だと思うか）の投票結果を確認
しあい、最多得票者を決めたか？（最多得票者が複数いても構わない）

●投票でＱ２まで質問があったプレイヤーは、それも書いたか？（その回答
はまだ発表しないが、書いたことを確かめておく）

●各自、「金田一へ渡すヒント」を紙に書いたか？（その回答はまだ発表
しないが、書いたことを確かめておく）

これらの準備がすべてできたら、＃�� を読み進める。
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※声を出して読みあわせをする。� 人のセリフに加え、「金田一のセリフ」
「美雪のセリフ」「ナレーション（セリフ以外の説明部分）」がある。

あなたたちが結論を出したのとほぼ同時に、金田一と美雪が戻ってきた。
金田一は、あなたたちの話を聞き、

金田一 「そうか。それがみんなが出した結論なんだな。
 ⸺ちょうどよかった。実は、俺にも犯人が分かったんだ」

そう⸺

金田一の結論と、あなたたちの結論は、果たして同じなのか？

金田一 「２分したら、娯楽室に来てくれ」
ツアースタッフ 「その間、紅茶でもどうぞ」

謎は
すべて解けた！
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２分後。
娯楽室の扉を開けたあなたたちは驚いた。
緑色の服を着て帽子を被った謎の人物が、あなたたちに背を向け、金田一
に襲いかかっていたのだ。
そいつが持つナイフの先が、金田一の胸に刺さる寸前！
電気が消え、まっ暗になった。

ツアースタッフ 「金田一くんが刺された！」
冒険家 「殺人鬼がいるぞ！」

だが、電気がついた時、そこに平然として立っていたのは金田一だった。

金田一 「すまない。ちょっとした実験だったんだ」
美雪 「ごめんなさい、心配させちゃって」

部屋の電気をつけた美雪も頭を下げる。
きょとんとしているあなたたちに金田一が示したのは⸺空気の抜けた人形
だった。等身大で、緑色の衣服……。

金田一 「さっきのはコレだったのさ」
助手 「でも、金田一くん、刺されてたじゃない !?」
金田一 「いや、本当は動かない、ただのダミー。でも、ナイフで刺すポー

ズをとらせ、その瞬間だけ見せて、明かりを消す。一瞬だけ見
たみんなは、動いてる人間が俺を刺したと思いこんだんだ」

冒険家 「ということは？」
金田一 「展望台の殺人も、同じトリックだったというわけさ」
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食堂へと戻ると、金田一が語る。

金田一 「犯人は、本当は展望台の下にいたんだ。
《女優》さんを吊り下げてたロープは、
実はもっと長くて、南北の窓を通って、
展望台の下まで伸びてた。犯人はそれ
を下でほどき、《女優》さんを落とした
んだ。
ロープは、展望台と同じく黒かったので、遠目から見る俺には、実
は長いと分からなかったのさ。

空気人形を立たせて、ナイフを突き
だすポーズをとらせておく。
そうとは知らない俺と美雪が、灯台
の光が急に回りはじめたので、そ
れに誘われて窓の外を見た時、数
秒間だけ展望台の上に光があたる。
犯人は、俺が目撃するのを、離れ
た展望台の下で見ていて、そのタ
イミングでロープをほどく。

《女優》さんは落下し、俺は、ロー
プがナイフで切られたため落ちたよ
うに錯覚したんだ。しかも、すぐに
展望台の上 はまっ暗になるので、
実は怪人は動いてなかったというこ
とは分からない」

■展望台のトリック

-�-



美雪 「はじめちゃん。犯人が誰か分かったって言ってたわね？」
金田一 「ああ、そうさ。２人を殺した『血染めのピーターパン』は、この

中にいる！」

金田一 「南と北の窓枠の黒い跡。それは、両方の窓の間を黒いロープ
が通ってて、それがこすれた跡だったのさ。
展望台のどこにも、切れたロープの先端が無かったことから、
分かりそうなものだったのに、盲点だった。

犯人は、落下した死体
に駆けよると、ロープ
を途中の結び目でほど
いて、実は長かったこ
とが分からないように
し、長いほうのロープ
を持ち去った。ダミー

の空気人形もそのロープに繋がれてて、《女優》さんに続いて
落下したので、それも地上で回収。
ロープとダミーを急いで崖下に捨て⸺って、ここでハプニング
が起きて、ダミーが風で飛んでいったんだろうな。美雪が見た『空
飛ぶピーターパン』がそれだったんだ。
犯人はその後、全速力で展望台から遠ざかる。離れた地点でア
リバイを作ることで、自分は展望台の上にいなかったと示した
のさ」
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◆犯人投票（Ｑ１）で《冒険家》が単独最多票だった　→　＃�� へ
◆《ツアースタッフ》が単独最多票だった　→　＃�� へ
◆《助手》が単独最多票だった　→　＃�� へ
◆《ダウザー》が単独最多票だった　→　＃�� へ
◆単独最多票がなかった　→　＃�� へ

→　＃�� へ

→　＃�� へ

→　＃�� へ
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※ここで、伏せている所持品カードをすべて表にする。
金田一も今、それらの内容をすべて確認した。

金田一 「《霊能力者》さん殺害を思い出してくれ。
犯人は《霊能力者》さんを絞め殺した後、
左手の先を切断し、フック船長の手のよう
にした。なぜ？

犯人の本当の目的は、左手をストーブで燃やすことだったんだ。
なぜなら、おそらく被害者の左手の爪に、犯人の皮膚

へん
片が入った

んじゃないかな、絞め殺そうとして揉みあってる時に。だから、手
の先を切断したんだ。
フック船長の見立ては、多分

あと
後づけ。

しかし、犯人は巧妙なことに、『フック船長は裏切り者だから、ワ
ニに食べられた』というメモを残すことで、見立てが本来の目的だっ
たように、俺たちに印象づけたのさ。

そのメモには、目的がもう１つあった。フック船長のほうに『二』、ウェ
ンディのほうに『一』と書くことで、ウェンディ、フック船長という順
番で殺人が起きたように見せかけてたが、本当は逆。《霊能力者》
さんのほうが先に殺されてたんだ。
これは、見つかったナイフの、血をぬぐった形跡から分かる。ナイ
フを持った空気人形は、《女優》さんが落下した時に、ロープに引
かれて落ちていったが、ナイフだけ別の場所に落ちてしまった。そ
の血をぬぐった跡から、《霊能力者》さんの手を切断した後だった
ことが分かる」

■なぜ左手を切断したのか
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金田一 「問題なのは、手の先が、いつストーブに入れられたかだ。《ダウ
ザー》さんが『自分が死体を見た時には、まだ切断されていなかっ
た』と言ってることから、室内に潜んでた犯人が、《ダウザー》さん
を気絶させた後に切断したと思われてた。
ところが、説明がつかないことが出てくるのさ。まずは札束をよく
見てくれ。なっ、血が付いてるだろ？　これはなんの血だろうか？

《冒険家》さん。札束の動きをちゃんと教えてくれ」

冒険家 「……。……。……まっ、しょうがねえな。
あの札束は、俺が《女優》の部屋から
盗んだんだ。で、最初は火のついてな
いストーブ、次に �� 時 �� 分に食堂の
食器棚の中と隠す場所を変えて、後で
回収して、自分のポケットに入れたんだ」

金田一 「一方、この食器棚の棚板には血が付着してた。
そうなんだ、これが札束に付いてた血の正体さ。《冒険家》さんは、
棚板に血が付いてることに気づかず、その上に札束を置いてしまった。
では、その血は何かと言えば、それこそ、切り取った手を犯人が一時、
食器棚に隠してた。その時に

にじ
滲みだした血だったんだ。

犯人はその後、手をストーブで燃やすために食器棚から取りだす。
その後、�� 時 �� 分に《冒険家》さんが札束を置いて、その時に
血が付着。
つまり、犯人が手を食器棚から回収したのは、�� 時 �� 分より前
だと言える」

■札束の血の謎
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金田一 「そうなってくると、ある人の証言に矛盾が出てくる。その人は ��
時 �� 分に部屋を訪ねて、死んでる《霊能力者》さんを目撃。そ
の時点ではまだ手があったと言ってる。
おかしいだろ。『まだ手があった』。そんなはずはないのに」

�� 時 �� 分 �� 時 �� 分

金田一 「それに、その人の服が変わってたことに、俺は気づいた。
�� 時 �� 分の写真と �� 時 �� 分の写真を見比べてくれ。
犯人はこの間に、《霊能力者》さんの手を切断してるわけだが、なっ？
１人、服が違うだろ？　おそらく、切断した腕をくるむのに使った
んじゃないかな」

■２枚の写真
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※《ダウザー》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

次のページに分岐チェックがあるので進んでください。

金田一 「そう……《霊能力者》さんを殺し、その左手をストーブに入れた『血
染めのピーターパン』。それは、キミだったのさ、《ダウザー》さん！
ここにいる他の人たちも、それはちゃんと分かってたと思うけどな」

ダウザー 「……ばれてたのね。金田一くんにも……ここにいる人にも……」

ダウザー 「そう、２人を殺したのは私。だって、教授だった父を �� 年
前に殺した連中だもの。私は父の顔は知らないけど、抜け
殻のようになって、失意のうちに死んでいった母のことを思
うと、許せない！
そして半年前に、

かりいわ
狩岩という登山ガイドが訪ねてきて、殺

人を
ざんげ
懺悔したの。でも今さら謝られても……！　私は怒って、

彼を殺した」

助手　　「……！」

■犯人は
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先ほどの「金田一へのヒント提出」で、犯人でない３人が何を選ん
だのか、書いた紙を全員で確認する。
さらに《ダウザー》が書いた紙も開けて確認する。

⸺実は《ダウザー》が書いていたのは、「犯人が握りつぶすヒント」
だった！　彼女は、他の３人が書いたヒントの中から１つを選び、こっ
そり握りつぶしていたのだ（キャラクター名を選んでいた）。
（皆が金田一に渡そうとして紙を置いている場所に行き、自分も置く
フリをしながら１枚を破棄していた）

「犯人以外のプレイヤーが選んだヒント３つ」から、「犯人が握りつぶ
すヒント」を消去した時に、残ったヒントが何になるか、まず確認する。
（同じヒントを複数人が選んでおり、それを《ダウザー》が握りつぶ
していた場合は、「握りつぶしきれてない」ということで、そのヒント
は残る）
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���「札束」と ���「《ツアースタッフ》のスマホ」の

◆両方が残っている　→　＃�� へ
◆どちらか１つが残っている　→　＃�� へ
◆どちらも残ってない　→　＃��-� へ

例：

残ったヒントから
正解不正解を
判定する

写真札束 《ﾂｱｰｽﾀｯﾌ》
のスマホ

写真 《ﾂｱｰｽﾀｯﾌ》
のスマホ
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※ここで、伏せている所持品カードをすべて表にする。
金田一も今、それらの内容をすべて確認した。

金田一 「《霊能力者》さん殺害を思い出してくれ。犯人は《霊能力者》さんを
絞め殺した後、左手の先を切断し、フック船長の手のようにした。なぜ？

犯人の本当の目的は、左手をストーブで燃やすことだったんだ。なぜ
なら、おそらく被害者の左手の爪に、犯人の皮膚

へん
片が入ったんじゃな

いかな、絞め殺そうとして揉みあってる時に。だから、手の先を切断
したんだ。
フック船長の見立ては、多分

あと
後づけ。

しかし、犯人は巧妙なことに、『フック船長は裏切り者だから、ワニに
食べられた』というメモを残すことで、見立てが本来の目的だったよ
うに、俺たちに印象づけたのさ。

そのメモには、目的がもう１つあった。フック船長のほうに『二』、ウェ
ンディのほうに『一』と書くことで、ウェンディ、フック船長という順番
で殺人が起きたように見せかけてたが、本当は逆。《霊能力者》さん
のほうが先に殺されてたんだ。
これは、見つかったナイフの、血をぬぐった形跡から分かる。ナイフ
を持った空気人形は、《女優》さんが落下した時に、ロープに引かれ
て落ちていったが、ナイフだけ別の場所に落ちてしまった。その血を
ぬぐった跡から、《霊能力者》さんの手を切断した後だったことが分
かる」

■なぜ左手を切断したのか

→　＃�� へ
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金田一 「問題なのは、手の先が、いつストーブに入れられたかだ。《ダウ
ザー》さんが『自分が死体を見た時には、まだ切断されていなかっ
た』と言ってることから、室内に潜んでた犯人が、《ダウザー》さん
を気絶させた後に切断したと思われてた。
ところが、説明がつかないことが出てくるのさ。まずは札束をよく
見てくれ。なっ、血が付いてるだろ？　これはなんの血だろうか？

《冒険家》さん。札束の動きをちゃんと教えてくれ」

冒険家 「……。……。……まっ、しょうがねえな。
あの札束は、俺が《女優》の部屋から
盗んだんだ。で、最初は火のついてな
いストーブ、次に �� 時 �� 分に食堂の
食器棚の中と隠す場所を変えて、後で
回収して、自分のポケットに入れたんだ」

金田一 「一方、この食器棚の棚板には血が付着してた。
そうなんだ、これが札束に付いてた血の正体さ。《冒険家》さんは、
棚板に血が付いてることに気づかず、その上に札束を置いてしまった。
では、その血は何かと言えば、それこそ、切り取った手を犯人が一時、
食器棚に隠してた。その時に

にじ
滲みだした血だったんだ。

犯人はその後、手をストーブで燃やすために食器棚から取りだす。
その後、�� 時 �� 分に《冒険家》さんが札束を置いて、その時に
血が付着。
つまり、犯人が手を食器棚から回収したのは、�� 時 �� 分より前
だと言える」

■札束の血の謎
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金田一 「そうなってくると、ある人の証言に矛盾が出てくる。その人は ��
時 �� 分に部屋を訪ねて、死んでる《霊能力者》さんを目撃。そ
の時点ではまだ手があったと言ってる。
おかしいだろ。『まだ手があった』。そんなはずはないのに」

�� 時 �� 分 �� 時 �� 分

金田一 「それに、その人の服が変わってたことに、俺は気づいた。
�� 時 �� 分の写真と �� 時 �� 分の写真を見比べてくれ。
犯人はこの間に、《霊能力者》さんの手を切断してるわけだが、なっ？
１人、服が違うだろ？　おそらく、切断した腕をくるむのに使った
んじゃないかな」

■２枚の写真
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次のページに分岐チェックがあるので進んでください。

金田一 「そう……《霊能力者》さんを殺し、その左手をストーブに入れた『血
染めのピーターパン』。それは、キミだったのさ、《ダウザー》さん！」

ダウザー 「……ばれてたのね。金田一くんには……」

ダウザー 「そう、２人を殺したのは私。だって、教授だった父を �� 年
前に殺した連中だもの。私は父の顔は知らないけど、抜け
殻のようになって、失意のうちに死んでいった母のことを思
うと、許せない！
そして半年前に、

かりいわ
狩岩という登山ガイドが訪ねてきて、殺

人を
ざんげ
懺悔したの。でも今さら謝られても……！　私は怒って、

彼を殺した」

助手　　「……！」

■犯人は

※《ダウザー》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。
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先ほどの「金田一へのヒント提出」で、犯人でない３人が何を選ん
だのか、書いた紙を全員で確認する。
さらに《ダウザー》が書いた紙も開けて確認する。

⸺実は《ダウザー》が書いていたのは、「犯人が握りつぶすヒント」
だった！　彼女は、他の３人が書いたヒントの中から１つを選び、こっ
そり握りつぶしていたのだ（キャラクター名を選んでいた）。
（皆が金田一に渡そうとして紙を置いている場所に行き、自分も置くフ
リをしながら１枚を破棄していた）

「犯人以外のプレイヤーが選んだヒント３つ」から、「犯人が握りつぶ
すヒント」を消去した時に、残ったヒントが何になるか、まず確認する。
（同じヒントを複数人が選んでおり、それを《ダウザー》が握りつぶし
ていた場合は、「握りつぶしきれてない」ということで、そのヒントは
残る）
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���「札束」と ���「《ツアースタッフ》のスマホ」の

◆両方が残っている　→　＃�� へ
◆どちらか１つが残っている　→　＃��-� へ
◆どちらも残ってない　→　＃��-� へ

例：

残ったヒントから
正解不正解を
判定する

写真札束 《ﾂｱｰｽﾀｯﾌ》
のスマホ

写真 《ﾂｱｰｽﾀｯﾌ》
のスマホ
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《ツアースタッフ》がいれ直した紅茶を飲みながら、５人は無言で彼女の告白
を聞いていた。
話し終えた《ダウザー》は、ふっきれたような表情で、落ちついていた。な
ぜか祈るような表情もまじり、他の人の様子をじっと見ている。
しかし、やがて、「どうして？」と言いたげな当惑が浮かぶ。

金田一 「悪いが、いつまで待ってもその人は死なないよ。キミが紅茶
に毒を入れたことは分かってるんだ。だから、いれ直してもらっ
たんだ」

ダウザー 「っ……!?」
ツアースタッフ 「そういうことだったんですね。紅茶をいれ直せと言われた時

には
とまど
戸惑いましたが」

冒険家 「ああ、皆が娯楽室から食堂に戻ってきた時に、この女は遅れ
て戻ってきたな。その時に毒を？」

ダウザー 「…………」
金田一 「キミがペンデュラムの中に毒薬を持ってたのは、俺もさっき気

づいたんだ。
ほら、皆で俺にヒントをくれただろ。それを見て、俺もキミが
犯人だという確信が得られて、キミの行動を注意して見てたか
ら、先回りして防ぐことができたのさ」

ダウザー 「（深い息）そうだったのね……」
助手 「そ、それで、誰なんですか？　《ダウザー》さんが毒殺しよう

とした相手は？」

-��-



《ダウザー》が投票時 Q２で

◆《冒険家》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ツアースタッフ》を選んだ　→　＃�� へ
◆《助手》を選んだ　→　＃�� へ

-��-



ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺した最後の１人よ！」
冒険家 「……俺、を狙ったんだな。そうか。まあ、当然だな。俺を恨む

気持ちも⸺分かる」
金田一 「《教授》は、他の � 人に崖から落とされた。（冒険家に）だよな？」
冒険家 「さあな。それは言えないが……。（ダウザーに）だから、俺を

殺そうとしたんだな」
ダウザー 「許せない！」
金田一 「いや、キミは⸺間違ってる」
ダウザー 「？」
金田一 「キミのお父さんは、崖から落とされた時はまだ死んでなかった

んだよ」
冒険家 「えええっ」
ダウザー 「えっ。……どういうこと？」
金田一 「さっき俺が見つけた白骨死体。それこそが《教授》だったんだが、

あのこめかみの傷は、岩で何度も殴られた傷だ。あの４人では
ない」

冒険家 「そっか！　ああ、確かに！　俺らは海に突き落としたんだからな。
って、あっ、言っちまったが⸺まあいいか。俺が殺したんじゃ
ないということだろ？」

冒険家　「悪いのは《教授》だからな。アクアマリンをせっかく見つけ
たのに、大学には黙って山分けにしようっていう提案を断る
から。揉みあってる時に宝石が割れちまって、その

かけら
欠片を握

りしめたまま《教授》は崖から落ちてったぜ」

※《冒険家》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



ダウザー 「コイツじゃないって？　だったら !?」
金田一 「《教授》はまだ生きてて、海岸に流れついたんだ。そして別

の人間に出会った。そうだよな？　《ツアースタッフ》さん」
ツアースタッフ 「へっ？」
金田一 「《教授》が握ってたっていうアクアマリン。なぜあんたが持って

るんだ？」
ツアースタッフ 「⸻―バレちゃいましたか」

ダウザー 「なにっ !?　だったら、父さんを殺したのは、この男だって言う
の !?　なら、こいつを殺す !!」

《ダウザー》の動きは速かった。証拠品として並べられていたアーミーナイフ
をさっと取ると、《ツアースタッフ》に切りかかる。

ツアースタッフ 「あの日、あの一行と入れ違いで、片付けのために島に
行ったんですけどね。海岸で気を失ってる《教授》を見
つけたんですよ。でも、すっごく綺麗な宝石を持ってて、
はなそうとしないんで、僕、岩で殴っちゃったんですよね。
綺麗な宝石、どうしても欲しかったんで」

※《ツアースタッフ》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

→　＃�� へ
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ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺したヤツよ！」
冒険家 「……俺、を狙ったんだな。そうか。まあ、当然だな。俺を恨

む気持ちも⸺分かる」
金田一 「《教授》は、他の � 人に崖から落とされた。（冒険家に）だよな？」
冒険家 「さあな。それは言えないが……。（ダウザーに）だから、俺

を殺そうとしたんだな」
ダウザー 「違う。おまえじゃない。私が殺したかったのは、コイツ！」
ツアースタッフ「……えっ？　僕ですか？」
冒険家 「なにっ」
金田一 「《教授》は、崖から落とされた時はまだ死んでなかったんだよ」
冒険家 「えええっ」
金田一 「さっき俺が見つけた白骨死体。それこそが《教授》だったんだが、

あのこめかみの傷は、岩で何度も殴られた傷だ。あの４人で
はない」

冒険家 「そっか！　ああ、確かに！　俺らは海に突き落としたんだからな。
って、あっ、言っちまったが⸺まあいいか。俺が殺したんじゃ
ないということだろ？」

冒険家　「悪いのは《教授》だからな。アクアマリンをせっかく見つけ
たのに、大学には黙って山分けにしようっていう提案を断る
から。揉みあってる時に宝石が割れちまって、その

かけら
欠片を握

りしめたまま《教授》は崖から落ちてったぜ」

※《冒険家》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



金田一 「《教授》はまだ生きてて、海岸に流れついたんだ。そして別
の人間に出会った。そうだよな？　《ツアースタッフ》さん」

ツアースタッフ 「…………」
金田一 「《教授》が握ってたっていうアクアマリン。なぜあんたが持って

るんだ？」
ツアースタッフ 「⸻―バレちゃってたんですね」

ダウザー 「だからこいつを毒殺したかったのに……！　でもいいの！」

《ダウザー》の動きは速かった。証拠品として並べられていたアーミーナイフ
をさっと取ると、《ツアースタッフ》に切りかかる。

ツアースタッフ 「あの日、あの一行と入れ違いで、片付けのために島に
行ったんですけどね。海岸で気を失ってる《教授》を見
つけたんですよ。でも、すっごく綺麗な宝石を持ってて、
はなそうとしないんで、僕、岩で殴っちゃったんですよね。
綺麗な宝石、どうしても欲しかったんで」

※《ツアースタッフ》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

→　＃�� へ

-��-



ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺したヤツよ！」
冒険家 「……俺、を狙ったんだな。そうか。まあ、当然だな。俺を恨む

気持ちも⸺分かる」
金田一 「《教授》は、他の � 人に崖から落とされた。（冒険家に）だよな？」
冒険家 「さあな。それは言えないが……。（ダウザーに）だから、俺を

殺そうとしたんだな」
ダウザー 「違う。おまえじゃない。私が殺したかったのは、この女！」
助手 「……えっ？　えっ？　私？」
冒険家 「なにっ」
ダウザー 「この女が父さんを殺したんだ！」
助手 「ちょっ」
ダウザー 「崖から落とされた父さんは、その時はまだ死んでなかったのよ。

あの白骨死体の、岩で何度も殴られた傷。あの４人じゃない」
冒険家 「そっか！　ああ、確かに！　俺らは海に突き落としたんだからな。

って、あっ、言っちまったが⸺まあいいか。俺が殺したんじゃ
ないということだろ？」

冒険家　「悪いのは《教授》だからな。アクアマリンをせっかく見つけ
たのに、大学には黙って山分けにしようっていう提案を断る
から。揉みあってる時に宝石が割れちまって、その

かけら
欠片を握

りしめたまま《教授》は崖から落ちてったぜ」

※《冒険家》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



ダウザー 「海に落ちた父さんは、まだ生きてて……おそらく、海岸に流
れついた。そこにこの女が来て殺された！」

助手 「だから、私？」
金田一 「《ダウザー》さん。キミのその推理は間違ってる。島に来たの

は《助手》さんではない。そうだよな？　《ツアースタッフ》さん」
ツアースタッフ 「へっ？」
金田一 「《教授》が握ってたっていうアクアマリン。なぜあんたが持って

るんだ？」
ツアースタッフ 「⸻―バレちゃいましたか」

ダウザー 「なにっ !?　だったら、父さんを殺したのは、この男だって言う
の !?　なら、こいつを殺す !!」

《ダウザー》の動きは速かった。証拠品として並べられていたアーミーナイフ
をさっと取ると、《ツアースタッフ》に切りかかる。

ツアースタッフ 「あの日、あの一行と入れ違いで、片付けのために島に
行ったんですけどね。海岸で気を失ってる《教授》を見
つけたんですよ。でも、すっごく綺麗な宝石を持ってて、
はなそうとしないんで、僕、岩で殴っちゃったんですよね。
綺麗な宝石、どうしても欲しかったんで」

※《ツアースタッフ》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

→　＃�� へ

-��-



《助手》が投票時 Q２で

◆《冒険家》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ツアースタッフ》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ダウザー》を選んだ　→　＃�� へ
◆それ以外　→　＃�� へ

しかし⸺
機敏な動きで、パシッとその手を払い、ナイフを手落とさせた者がいた。
それは《助手》で、実は武術の達人⸺。

助手 「（激しく）なに言ってるのよ！　そんなことでお父様が喜ぶとでも思ってる
の !?」

ダウザー 「……え？」
助手 「あなたのしたことは許せない！　人を殺すなんて！　でもね……！　でも

ね……！」
ダウザー 「……《助手》さん？」
助手 「苦しかったのね、あなたも。大切な人を失って。お母さまのことを心か

ら大切に思ってたから……。だけど、いけないの。いくら苦しいからといっ
て、復讐しようなんて思ってはいけない。そんなのちっとも、死んだ人の
ためにならない！」

冒険家 「あんた？」
助手 「私だって、とっても苦しい！　殺してやりたい！　でも……懸命に抑えてる

のよ。あの人のために」
金田一 「……登山ガイドをしてた

かりいわ
狩岩さんは気の毒だった」

助手 「そう。彼は、籍は入ってないけど夫だった。��年前にしてしまったことで、
ずっと苦しみ続けていたの。だから、幸せになる資格は無いと言って、
籍を入れようとしなかった。そして半年前、やっと見つけたと言って出
ていったきり、戻ってこなかった。ああ、東京湾で死んでたなんて……」

※《助手》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



《助手》が投票時 Q２で

◆《冒険家》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ツアースタッフ》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ダウザー》を選んだ　→　＃�� へ
◆それ以外　→　＃�� へ

しかし⸺
機敏な動きで、パシッとその手を払い、ナイフを手落とさせた者がいた。
それは《助手》で、実は武術の達人⸺。

助手 「（激しく）なに言ってるのよ！　そんなことでお父様が喜ぶとでも思ってる
の !?」

ダウザー 「……え？」
助手 「あなたのしたことは許せない！　人を殺すなんて！　それに、私を毒殺し

ようとしたなんて！　でもね……！　でもね……！」
ダウザー 「……《助手》さん？」
助手 「苦しかったのね、あなたも。大切な人を失って。お母さまのことを心か

ら大切に思ってたから……。だけど、いけないの。いくら苦しいからといっ
て、復讐しようなんて思ってはいけない。そんなのちっとも、死んだ人の
ためにならない！」

冒険家 「あんた？」
助手 「私だって、とっても苦しい！　殺してやりたい！　でも……懸命に抑えてる

のよ。あの人のために」
金田一 「……登山ガイドをしてた

かりいわ
狩岩さんは気の毒だった」

助手 「そう。彼は、籍は入ってないけど夫だった。��年前にしてしまったことで、
ずっと苦しみ続けていたの。だから、幸せになる資格は無いと言って、
籍を入れようとしなかった。そして半年前、やっと見つけたと言って出
ていったきり、戻ってこなかった。ああ、東京湾で死んでたなんて……」

※《助手》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



助手 「私は、あの人を殺したのが《ダウザー》さんだとは思わなかった。
でも、あなただったんだ……。
私はあの人の苦しみをずっと見てきたの。�� 年前に、あなたのお
父様を死なせたという罪悪感。自分を許せない気持ち。あの人も
苦しんで苦しんで、そして、半年前にきっと知ったんだと思うの。《教
授》にはご遺族がいて、自分たちのおこないは、その人たちをも
不幸にしてきたことに。だから、思いきって

しょくざい
贖罪 のために訪ねて

いった。
⸺私はあなたを罰しようとは思わない。その連鎖は断ち切らな
いといけない。きっとそれがあの人の

おも
想い。

殺したことは許せないし、あの人を返してほしい。でもね……でも
……」

《助手》は《ダウザー》の体をぎゅっと抱きしめた。
《ダウザー》は

とまど
戸惑っていたが、その力強さに、温かさに、いつしか身を任せ、

おえつ
嗚咽を漏らす。
涙はいつまでも止まらなかった。

→　＃�� へ
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助手 「私は少し前から気がついてたの。あの人を殺したのが《ダウザー》
さんだって。あなたに復讐してやるって何度も思った。でもね……。
私はあの人の苦しみをずっと見てきたの。�� 年前に、あなたのお
父様を死なせたという罪悪感。自分を許せない気持ち。あの人も
苦しんで苦しんで、そして、半年前にきっと知ったんだと思うの。《教
授》にはご遺族がいて、自分たちのおこないは、その人たちをも
不幸にしてきたことに。だから、思いきって

しょくざい
贖罪 のために訪ねて

いった。その気持ちに気がついた時、あなたを罰する気にはどう
してもなれなかった。その連鎖は断ち切らないといけない。きっと
それがあの人の

おも
想い。

殺したことは許せないし、あの人を返してほしい。でもね……でも
……」

《助手》は《ダウザー》の体をぎゅっと抱きしめた。
《ダウザー》は

とまど
戸惑っていたが、その力強さに、温かさに、いつしか身を任せ、

おえつ
嗚咽を漏らす。
涙はいつまでも止まらなかった。

→　＃�� へ
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その時だ。プロペラ音が近づいてきた。

美雪 「あっ。はじめちゃん。ヘリよ！」

やがて、島に降りたったヘリコプターから、

剣持 「お～い！　生きてるかぁ !?」
金田一 「おっ。剣持のオッサン !?　ちょうどよかったぜ」

これこそ、警視庁の剣持警部だ。

剣持 「そうか。犯人は捕まったか。まっ、そうだと思ってたけどな。あとは警察が
引き取ろう。
それはそうと、宝探しやってたんだろ？　お宝あったかあ？」

金田一 「お宝？　ああ、あったぜ」
美雪 「えっ、はじめちゃん？」
金田一 「宝石ではなかったけど、真剣に謎に立ち向かおうとした人たちに出会えた。

皆がバチバチ推理を戦わせてるのは、見ててすごかったぜ。（ボソッ）まっ、
３人は殺人者だったけど……」

冒険家 「えっ？　俺は殺してない⸺」
剣持 「まとめて逮捕だ」

あなたたちは不思議な感慨にとらわれていた。
警視庁のベテラン刑事とこういった会話をかわすこの高校生は、いったい何者なんだ？
普通の高校生に見えるのに？

金田一 
はじめ
一 。その存在が一番謎だった。

《エンド》
◆-��- 得点計算へ-��-



《ツアースタッフ》がいれ直した紅茶を飲みながら、５人は無言で彼女の告白
を聞いていた。
話し終えた《ダウザー》は、ふっきれたような表情で、落ちついていた。
⸺なぜそんなに落ちついているのか？

《助手》が投票時 Q２で

◆《冒険家》を選んだ　→　＃��-� へ
◆《ツアースタッフ》を選んだ　→　＃��-� へ
◆《ダウザー》を選んだ　→　＃�� へ
◆それ以外　→　＃��-� へ

《ダウザー》が投票時 Q２で

◆《冒険家》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ツアースタッフ》を選んだ　→　＃�� へ
◆《助手》を選んだ　→　＃�� へ

-��-



しかし、やがて《ダウザー》の顔に、「どうして？」と言いたげな当惑が浮かぶ。

助手 「《ダウザー》さん。いつまで待ってもその人は死なないわよ。
あなたが紅茶に毒を入れたことは分かってるの。だから紅茶
を新しくいれ直してもらったの」

ダウザー 「っ……!?」
ツアースタッフ 「そういうことだったんですね。紅茶をいれ直せと言われた時

には
とまど
戸惑いましたが」

助手 「皆が娯楽室から食堂に戻ってきた時に、あなたは遅れて戻っ
てきたよね。その時に毒を。でも……あなたを警戒してたから、
それに気づいて、先回りして防ぐことができた」

ダウザー 「（深い息）そうだったのね……」
ツアースタッフ 「で、誰なんですか？　《ダウザー》さんが毒殺しようとした相

手は？」

《ダウザー》が投票時 Q２で

◆《冒険家》を選んだ　→　＃�� へ
◆《ツアースタッフ》を選んだ　→　＃�� へ
◆《助手》を選んだ　→　＃�� へ

-��-



ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺した最後の１人よ！」
冒険家 「……俺、を狙ったんだな。そうか。まあ、当然だな。俺を恨む

気持ちも⸺分かる」
金田一 「《教授》は、他の � 人に崖から落とされた。（冒険家に）だよな？」
冒険家 「さあな。それは言えないが……。（ダウザーに）だから、俺を

殺そうとしたんだな」
ダウザー 「許せない！」
金田一 「いや、キミは⸺間違ってる」
ダウザー 「？」
金田一 「キミのお父さんは、崖から落とされた時はまだ死んでなかった

んだよ」
冒険家 「えええっ」
ダウザー 「えっ。……どういうこと？」
金田一 「さっき俺が見つけた白骨死体。それこそが《教授》だったんだが、

あのこめかみの傷は、岩で何度も殴られた傷だ。あの４人では
ない」

冒険家 「そっか！　ああ、確かに！　俺らは海に突き落としたんだからな。
って、あっ、言っちまったが⸺まあいいか。俺が殺したんじゃ
ないということだろ？」

冒険家　「悪いのは《教授》だからな。アクアマリンをせっかく見つけ
たのに、大学には黙って山分けにしようっていう提案を断る
から。揉みあってる時に宝石が割れちまって、その

かけら
欠片を握

りしめたまま《教授》は崖から落ちてったぜ」

※《冒険家》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



ダウザー 「コイツじゃないって？　だったら !?」
金田一 「《教授》はまだ生きてて、海岸に流れついたんだ。そして別

の人間に出会った。そうだよな？　《ツアースタッフ》さん」
ツアースタッフ 「へっ？」
金田一 「《教授》が握ってたっていうアクアマリン。なぜあんたが持って

るんだ？」
ツアースタッフ 「⸻―バレちゃいましたか」

ダウザー 「なにっ !?　だったら、父さんを殺したのは、この男だって言う
の !?　なら、こいつを殺す !!」

《ダウザー》の動きは速かった。証拠品として並べられていたアーミーナイフ
をさっと取ると、《ツアースタッフ》に切りかかる。

ツアースタッフ 「あの日、あの一行と入れ違いで、片付けのために島に
行ったんですけどね。海岸で気を失ってる《教授》を見
つけたんですよ。でも、すっごく綺麗な宝石を持ってて、
はなそうとしないんで、僕、岩で殴っちゃったんですよね。
綺麗な宝石、どうしても欲しかったんで」

※《ツアースタッフ》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

→　＃�� へ
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ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺したヤツよ！」
冒険家 「……俺、を狙ったんだな。そうか。まあ、当然だな。俺を恨

む気持ちも⸺分かる」
金田一 「《教授》は、他の � 人に崖から落とされた。（冒険家に）だよな？」
冒険家 「さあな。それは言えないが……。（ダウザーに）だから、俺

を殺そうとしたんだな」
ダウザー 「違う。おまえじゃない。私が殺したかったのは、コイツ！」
ツアースタッフ 「……えっ？　僕ですか？」
冒険家 「なにっ」
金田一 「《教授》は、崖から落とされた時はまだ死んでなかったんだよ」
冒険家 「えええっ」
金田一 「さっき俺が見つけた白骨死体。それこそが《教授》だったんだが、

あのこめかみの傷は、岩で何度も殴られた傷だ。あの４人で
はない」

冒険家 「そっか！　ああ、確かに！　俺らは海に突き落としたんだからな。
って、あっ、言っちまったが⸺まあいいか。俺が殺したんじゃ
ないということだろ？」

冒険家　「悪いのは《教授》だからな。アクアマリンをせっかく見つけ
たのに、大学には黙って山分けにしようっていう提案を断る
から。揉みあってる時に宝石が割れちまって、その

かけら
欠片を握

りしめたまま《教授》は崖から落ちてったぜ」

※《冒険家》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。
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金田一 「《教授》はまだ生きてて、海岸に流れついたんだ。そして別
の人間に出会った。そうだよな？　《ツアースタッフ》さん」

ツアースタッフ 「…………」
金田一 「《教授》が握ってたっていうアクアマリン。なぜあんたが持って

るんだ？」
ツアースタッフ 「⸻―バレちゃってたんですね」

ダウザー 「だからこいつを毒殺したかったのに……！　でもいいの！」

《ダウザー》の動きは速かった。証拠品として並べられていたアーミーナイフ
をさっと取ると、《ツアースタッフ》に切りかかる。

ツアースタッフ 「あの日、あの一行と入れ違いで、片付けのために島に
行ったんですけどね。海岸で気を失ってる《教授》を見
つけたんですよ。でも、すっごく綺麗な宝石を持ってて、
はなそうとしないんで、僕、岩で殴っちゃったんですよね。
綺麗な宝石、どうしても欲しかったんで」

※《ツアースタッフ》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

→　＃�� へ
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ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺したヤツよ！」
冒険家 「……俺、を狙ったんだな。そうか。まあ、当然だな。俺を恨む

気持ちも⸺分かる」
金田一 「《教授》は、他の � 人に崖から落とされた。（冒険家に）だよな？」
冒険家 「さあな。それは言えないが……。（ダウザーに）だから、俺を

殺そうとしたんだな」
ダウザー 「違う。おまえじゃない。私が殺したかったのは、この女！」
助手 「……私は違うのに」
ダウザー 「いいや、この女が父さんを殺したんだ！
　　　　　崖から落とされた父さんは、その時はまだ死んでなかったのよ。

あの白骨死体の、岩で何度も殴られた傷。あの４人じゃない」
冒険家　 「そっか！　ああ、確かに！　俺らは海に突き落としたんだからな。

って、あっ、言っちまったが⸺まあいいか。俺が殺したんじゃ
ないということだろ？」

冒険家　「悪いのは《教授》だからな。アクアマリンをせっかく見つけ
たのに、大学には黙って山分けにしようっていう提案を断る
から。揉みあってる時に宝石が割れちまって、その

かけら
欠片を握

りしめたまま《教授》は崖から落ちてったぜ」

※《冒険家》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。
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ダウザー 「海に落ちた父さんは、まだ生きてて……おそらく、海岸に流
れついた。そこにこの女が来て殺された！」

助手 「だから、私？」
金田一 「《ダウザー》さん。キミのその推理は間違ってる。島に来たの

は《助手》さんではない。そうだよな？　《ツアースタッフ》さん」
ツアースタッフ 「へっ？」
金田一 「《教授》が握ってたっていうアクアマリン。なぜあんたが持って

るんだ？」
ツアースタッフ 「⸻―バレちゃいましたか」

ダウザー 「なにっ !?　だったら、父さんを殺したのは、この男だって言う
の !?　なら、こいつを殺す !!」

《ダウザー》の動きは速かった。証拠品として並べられていたアーミーナイフ
をさっと取ると、《ツアースタッフ》に切りかかる。

ツアースタッフ 「あの日、あの一行と入れ違いで、片付けのために島に
行ったんですけどね。海岸で気を失ってる《教授》を見
つけたんですよ。でも、すっごく綺麗な宝石を持ってて、
はなそうとしないんで、僕、岩で殴っちゃったんですよね。
綺麗な宝石、どうしても欲しかったんで」

※《ツアースタッフ》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

→　＃�� へ
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しかし⸺
機敏な動きで、パシッとその手を払い、ナイフを手落とさせた者がいた。
それは《助手》で、実は武術の達人⸺。

助手 「（激しく）なに言ってるのよ！　そんなことでお父様が喜ぶとでも
思ってるの !?」

ダウザー 「……え？」
助手 「あなたのしたことは許せない！　人を殺すなんて！　でもね

……！　でもね……！」
ダウザー 「……《助手》さん？」
助手 「苦しかったのね、あなたも。大切な人を失って。お母さまのこ

とを心から大切に思ってたから……。だけど、いけないの。い
くら苦しいからといって、復讐しようなんて思ってはいけない。
そんなのちっとも、死んだ人のためにならない！」

冒険家 「あんた？」
助手 「私だって、とっても苦しい！　殺してやりたい！　でも……懸命に

抑えてるのよ。あの人のために」
金田一 「……登山ガイドをしてた

かりいわ
狩岩さんは気の毒だった」

助手 「そう。彼は、籍は入ってないけど夫だった。�� 年前にしてしまっ
たことで、ずっと苦しみ続けていたの。だから、幸せになる資
格は無いと言って、籍を入れようとしなかった。そして半年前、
やっと見つけたと言って出ていったきり、戻ってこなかった。ああ、
東京湾で死んでたなんて……」

※《助手》は下記を自分の言葉で話してください。膨らませても構いません。

-��-



助手 「私は少し前から気がついてたの。あの人を殺したのが《ダウ
ザー》さんだって。あなたに復讐してやるって何度も思った。で
もね……。

　　　　　私はあの人の苦しみをずっと見てきたの。�� 年前に、あなたの
お父様を死なせたという罪悪感。自分を許せない気持ち。あの
人も苦しんで苦しんで、そして、半年前にきっと知ったんだと思
うの。《教授》にはご遺族がいて、自分たちのおこないは、そ
の人たちをも不幸にしてきたことに。だから、思いきって

しょくざい
贖罪

のために訪ねていった。その気持ちに気がついた時、あなたを
罰する気にはどうしてもなれなかった。その連鎖は断ち切らない
といけない。きっとそれがあの人の

おも
想い。

　　　　　殺したことは許せないし、あの人を返してほしい。でもね……
でも……」

《助手》は《ダウザー》の体をぎゅっと抱きしめた。
《ダウザー》は

とまど
戸惑っていたが、その力強さに、温かさに、いつしか身を任せ、

おえつ
嗚咽を漏らす。
涙はいつまでも止まらなかった。

→　＃�� へ
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冒険家 「ぐふっ！」

《冒険家》が苦しみはじめた。口から血を流し、喉をかきむしっている。

金田一 「しまった、毒だ！　紅茶に毒を！」
美雪 「さっき、娯楽室から戻ってきた時よ！　《ダウザー》さんは遅れ

て戻ってきた」
金田一 「その時に毒を入れたんだ！」

《冒険家》は
もんぜつ
悶絶していたが、やがて死亡が確認された。

金田一 「くっ……！」
ツアースタッフ 「ど、どうして《冒険家》さんを !?」
ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺した最後の１人だからよ！　こ

れで
かたき
仇 はとった！」

その言葉に、《ツアースタッフ》が青ざめた。

金田一 「……《ダウザー》さん、キミは⸺間違ってる」
ダウザー 「？」
金田一 「キミのお父さんを殺したのは、《冒険家》さんじゃなかったん

だよ」
ダウザー 「えっ !?」
金田一 「キミは殺すべきじゃなかった」

-��-



絞りだすように言う金田一。
《ダウザー》も

ぼうぜん
呆然として立ち尽くしていた。

やがて警察が来て、《ダウザー》は逮捕された。
残された人たちは生きて本土に戻ることができたが、誰の胸にも苦い思いだ
けが残った。
金田一も犯人を正しく見つけることはできたものの、第３の殺人を止められな
かったという悔いは残る。
あの時、金田一に正しいヒントを渡せていれば、あるいは止めることができ
たのかもしれない。

いくつもの謎を残しながら、夢見島での連続殺人事件は幕を閉じた。

《エンド》

※残念ながら、謎をいくつも残すエンドとなった。もし正しいヒントを金田一に
与えられていたら、＃�� 以降の展開が異なったので、真相を知りたければ
＃�� 以降を読むのをお勧め。

◆-��- 得点計算へ

-��-



ツアースタッフ 「ぐふっ！」

《ツアースタッフ》が苦しみはじめた。口から血を流し、喉をかきむしっている。

金田一 「しまった、毒だ！　紅茶に毒を！」
美雪 「さっき、娯楽室から戻ってきた時よ！　《ダウザー》さんは遅れ

て戻ってきた」
金田一 「その時に毒を入れたんだ！」

《ツアースタッフ》は
もんぜつ
悶絶していたが、やがて死亡が確認された。

金田一 「くっ……！」
冒険家 「ど、どうして《ツアースタッフ》を !?」
ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺したヤツよ！」
冒険家 「なにっ !?　俺じゃないのか !?」
金田一 「……そう。《教授》を崖から落としたのは《冒険家》さんらで、

それで死んだと思ってたんだろうが、実はまだ《教授》は生き
てて、とどめをさしたのは《ツアースタッフ》さんだったんだ……」

冒険家 「えっ」
ダウザー 「…………」

《ダウザー》は次のどちらかを選ぶ。

◆さらに《冒険家》も殺す　→　＃�� へ
◆これ以上殺さない　→　＃�� へ
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助手 「ぐふっ！」

《助手》が苦しみはじめた。口から血を流し、喉をかきむしっている。

金田一 「しまった、毒だ！　紅茶に毒を！」
美雪 「さっき、娯楽室から戻ってきた時よ！　《ダウザー》さんは遅れ

て戻ってきた」
金田一 「その時に毒を入れたんだ！」

《助手》は
もんぜつ
悶絶していたが、やがて死亡が確認された。

金田一 「くっ……！」
ツアースタッフ 「ど、どうして《助手》さんを !?」
ダウザー 「決まってるでしょっ！　父さんを殺したヤツよ！　これで

かたき
仇 は

とった！」

その言葉に、《冒険家》も《ツアースタッフ》も青ざめた。

金田一 「……《ダウザー》さん、キミは⸺間違ってる」
ダウザー 「？」
金田一 「キミのお父さんを殺したのは、《助手》さんじゃなかったんだよ」
ダウザー 「えっ !?」
金田一 「キミは殺すべきじゃなかった」
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絞りだすように言う金田一。
《ダウザー》も

ぼうぜん
呆然として立ち尽くしていた。

やがて警察が来て、《ダウザー》は逮捕された。
残された人たちは生きて本土に戻ることができたが、誰の胸にも苦い思いだ
けが残った。
金田一も犯人を正しく見つけることはできたものの、第３の殺人を止められな
かったという悔いは残る。
あの時、金田一に正しいヒントを渡せていれば、あるいは止めることができ
たのかもしれない。

いくつもの謎を残しながら、夢見島での連続殺人事件は幕を閉じた。

《エンド》

※残念ながら、謎をいくつも残すエンドとなった。もし正しいヒントを金田一に
与えられていたら、＃�� 以降の展開が異なったので、真相を知りたければ
＃�� 以降を読むのをお勧め

◆-��- 得点計算へ
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《エンド》

※《ダウザー》にとっては悲願を達成したエンドとなった。一方で、まだ謎も
いくつか残ったままだ。もし正しいヒントを金田一に与えられていたら、
＃�� 以降の展開が異なったので、＃�� 以降を読んでみるのもお勧め。

しかし、それで終わりではなかった。

ダウザー 「でもっ！　この男だって許せない !!」

《ダウザー》の動きは速く、証拠品として並べられていたアーミーナイフをさっと
取ると、《冒険家》に切りかかる。
その切っ先は、《冒険家》の胸へと深 と々刺さった。

冒険家 「（絶命）」
ダウザー 「父さんの

かたき
仇！」

晴れた表情の《ダウザー》をよそに、他の３人は
がくぜん
愕然としていた。

やがて警察が来て、《ダウザー》は逮捕された。
実に満足そうな笑みを浮かべながら、《ダウザー》は夢見島を去っていった。
残された人たちは生きて本土に戻ることができたが、誰の胸にも苦い思いだけ
が残った。
金田一も犯人を正しく見つけることはできたものの、第３、第４の殺人を止めら
れなかったという悔いは残る。
あの時、金田一に正しいヒントを渡せていれば、あるいは止めることができたの
かもしれない。

いくつもの謎を残しながら、夢見島での連続殺人事件は幕を閉じた。

◆-��- 得点計算へ
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《エンド》

※《ダウザー》にとっては悲願を達成したエンドとなった。一方で、まだ謎も
いくつか残ったままだ。もし正しいヒントを金田一に与えられていたら、
＃�� 以降の展開が異なったので、＃�� 以降を読んでみるのもお勧め。

ダウザー 「これで
かたき
仇 はとった！」

晴れた表情の《ダウザー》をよそに、他の４人は
がくぜん
愕然としていた。

ダウザー「（《冒険家》に）おまえも許せないが……殺す価値もない」
冒険家　「…………」

やがて警察が来て、《ダウザー》は逮捕された。
実に満足そうな笑みを浮かべながら、《ダウザー》は夢見島を去っていった。
残された人たちは生きて本土に戻ることができたが、誰の胸にも苦い思いだ
けが残った。
金田一も犯人を正しく見つけることはできたものの、第３の殺人を止められな
かったという悔いは残る。
あの時、金田一に正しいヒントを渡せていれば、あるいは止めることができ
たのかもしれない。

いくつもの謎を残しながら、夢見島での連続殺人事件は幕を閉じた。

◆-��- 得点計算へ
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得点計算

得点計算をして感想を語りあいましょう。
得点の判定は下記の通りです。

◆《女優》《霊能力者》殺害の犯人に投票で最多票を与える。
⇒《ダウザー》が最多票であれば （単独最多票でなくてもよい）

◆最後まで生き延びる。
⇒《ダウザー》に殺害されなければ

◆金目のもの（所持品カード）を手に入れる。
⇒「カード���　札束」「カード���　ゴルフボール大のアクアマリン」

◆所持品「ゴルフボール大のアクアマリン」を取り戻す。
⇒「カード���　ゴルフボール大のアクアマリン」を所持していれば

◆《女優》《霊能力者》殺害の犯人に投票で最多票を与える。
⇒《ダウザー》が最多票であれば （単独最多票でなくてもよい）

◆自分が《教授》を殺したことを隠す。
⇒《ダウザー》がQ�の回答で「ツアースタッフ」以外を書いていれば

◆最後まで生き延びる。
⇒《ダウザー》に殺害されなければ
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◆《女優》《霊能力者》殺害の犯人に投票で最多票を与える。
⇒《ダウザー》が最多票であれば （単独最多票でなくてもよい）

◆所持品「婚姻届」がもしあなたの手から離れたなら、取り戻す。
⇒「カード���　婚姻届」を所持していれば

◆自分が犯人だということを隠す。
⇒《ダウザー》が単独最多票でなければ

◆父の殺害犯を見つけだして殺す。
⇒《ツアースタッフ》を殺害していれば
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■クレジット

原作：天樹征丸
 金成陽三郎
漫画：さとうふみや

講談社刊

ゲームデザイン／シナリオ／校正：檜木田正史
原案：木皿儀隼一（ワンドロー）
グラフィックデザイン：ヨジー（StudioOZON）
オリジナルイラスト：蒼井圭那（MADAMADA★SaVaN）
DTP：小宮山佳太（ワンドロー）
カードDTP：ふなこ
全体指揮：クマ（マダミス HOUSE）


